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（詳しくは次頁へ！）

・紡錘体が染色体分配のために正しく組み立て
られるしくみ
・核が構造的・物理的特性を変化させながらゲ
ノム動態を制御するしくみ



紡錘体の組み立て原理 初期胚核の構造・ゲノム動態の変化

「観る」 「造る」 「触る」「観る」

精製した微小管と分子モ
ーターを使って紡錘体
”LEGO”を組み立てる。

紡錘体が組み立てられる
様子を高解像の顕微鏡で
詳しく観察する。
学べる/使う技術：
・蛍光タイムラプス観察
・画像の定量解析
・機械学習コーディング

学べる/使う技術：
・タンパク質発現精製
・一分子イメージング
・光ピンセット
・電子顕微鏡
・高速AFM

核の形状や構成因子の局
在変化を高解像の顕微鏡
で詳しく観察する。
学べる/使う技術：
・マウス胚のin vitro培養
・mRNAインジェクション
・蛍光タイムラプス観察
・画像の定量解析

核をナノサイズの探針で
操作して構造の強靭さや
力の感受性を調べる。
学べる/使う技術：
・胚の力学操作
・レオロジー解析

染色体分配装置で
ある紡錘体は、分
子モーターが微小
管を組み上げるこ
とで分裂期の細胞
に合った大きさと
二極性のかたちに
形成されます。細
胞は、鋳型も設計
図もなしにどうや
って紡錘体を正し
く組み立てている
のでしょうか？

遺伝子発現制御の場である核は、胚発生の進行に伴っ
てダイナミックにその構造を変化させます。核に生じ
る変化を制御する分子メカニズムは何でしょうか？そ
の変化は初期胚のゲノム動態をいかに制御しているの
でしょうか？


